
下
鹿
野
川
大
越
タ
マ
ル
さ
ん

久

保

矢

野

健

太

郎

さ

ん

i

＿
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

旦ク
示／

地

小

藪

上
森
山

新
山
進
さ
ん

三
男
茂
ち
ゃ
ん

出
水
史
朗
さ
ん

長
女
菜
穂
ち
ゃ
ん

三
浦
進
一
さ
ん

長
女

a

美
保
ち
ゃ
ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

i

＿
ざ
い
ま
す

発行
t
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昭和53年 7月
人 口 男

女

計

2,007人

2,066人

4,073人

世帯数

1,104世帯数

(53. 6. 30現在）

肱
川
町
の
昭
和
五
十
二
年
度

国
保
世
帯
総
医
療
費
は
結
局
、

一
億
九
千
二
百
万
円
に
な
っ
た

こ
と
が
こ
の
程
分
り
ま
し
た
。

一
世
帯
平
均
に
す
る
と
二
四

万
一
千
円
程
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
一
人
当
り
で
計
算
し
て
み

る
と
六
万
七
千
円
余
り
に
な
り

ま
す
。

第
一
図
は
、
こ
こ
数
年
間
の

一
人
当
り
医
療
費
と
一
人
当
り

国
保
税
の
動
き
で
す
。
医
療
費

人
当
り
医
療
費
は

六
七
、
五
五
三
円

現
在
、
肱
川
町
の
人
口
は
、

四
、
0
七
四
人
で
す
が
、
そ
の
う

ち
の
二
、
八
0
六
人
が
国
民
健

康
保
健
の
加
入
者
で
、
全
体
の

六
九
％
に
な
り
ま
す
。
残
り
の

三
一
％
の
人
は
、
事
業
所
や
役

所
に
勤
め
て
健
康
保
険
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
わ
け
で

す。
世
帯
数
で
み
る
と
、
一
‘
-
0

過
ぎ
て
重
荷
だ
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
国
保
税
が
高
い

の
は
一
口
に
い
っ
て
医
療
費
が

高
い
か
ら
で
す
。

長
生
き
し
て
も
、
な
る
べ
く

病
気
に
金
を
と
ら
れ
な
い
で
、
息

し
て
い
る
間
は
元
気
で
生
き
よ

う
。
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら

の
私
達
の
最
大
の
テ
ー
マ
に
な

り
そ
う
で
す
。

今
月
は
国
保
会
計
か
ら
見
た

町
内
の
医
療
費
や
国
保
税
、
病

気
の
状
態
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

ょ‘ぅ゚
四
世
帯
の
う
ち
七
八
七
世
帯
が

国
保
の
家
庭
で
す
。
こ
の
国
保

被
保
険
者
の
数
は
、
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
勤
人
に
な
っ
て

社
会
保
険
に
移
っ
て
い
く
人
が

増
え
て
い
る
か
ら
で
す
…
…
。

被
保
険
者
の
数
が
へ
れ
ば
へ
る

程
国
保
運
営
は
難
し
く
な
り
ま

す。

も
っ
一
度
第
一
図
を
み
て
下

さ
い
。
医
療
費
の
値
上
げ
に
つ

ら
れ
て
国
保
税
も
う
な
ぎ
の
ぼ

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五

十
三
年
度
の
国
保
税
は
総
額
に

し
て
約
五
千
三
五
0
万
円
‘
一
世

帯
当
り
約
六
万
七
千
円
余
り
の

見
込
み
で
す
。
一
人
当
り
に
す

れ
ば
一
万
九
千
円
程
に
な
り
ま

す。
さ
て
、
先
日
、
あ
る
人
か
ら

役
場
へ
次
の
よ
う
な
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
「
私
は
一
人
暮
し
で
、

あ
ま
り
収
入
も
な
く
細
々
と
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

国
保
税
の
高
い
の
に
は
泣
か
さ

れ
ま
す
。
特
に
均
等
割
や
世
帯

平
等
割
と
い
う
の
は
弱
い
も
の

い
じ
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
と
か
―
つ
考
え
て
み
て
下
さ

、

。

し

．．．．．． 
」

全
く
お
気
の
毒
な
話
し
で
す
。

し
か
し
、
国
保
の
し
く
み
は
国

の
準
則
に
し
た
が
わ
ね
ば
、
忽

ち
運
営
が
出
来
な
く
な
り
ま
す

の
で
‘
簡
単
に
変
え
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
す
。
第
二
図
の

よ
う
に
、
医
療
費
の
う
ち
の
三

、̀'’’度年

国
保
税
は

一
世
帯
当
り
六
七
、

0
0
0
円

⑱

第1図1人当り医療費と
保険税負祖の状況

円

0

0

0

0

0

0

0
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0

0

0

0

0

0
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0

0

0

0

0

0
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9

9

9

,

＇
,
 

0

0

0

0

0

0

0

 

8

7

6

5

4

3

2

 

10,000 

年
々
へ
る被

保
険
者

こ
の
ほ
ど
厚
生
省
が
ま
と
め

た
「
五
十
二
年
度
簡
易
生
命
表
」

に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
平
均
寺

命
は
男
が
七
ニ
・
六
九
オ
、
女

が
七
七
・
九
五
オ
と
な
り
、
男

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
抜
い
て
世

界
一
、
女
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
の
長
弄
国
と
肩
を
並
べ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
医
療
水
準
や
生
活

環
境
が
向
上
し
た
証
拠
と
い
え

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
生
活
費

も
高
く
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
最
近
は
国
保
税
が
高

旦：ロ

は
物
価
と
同
じ
く
天
井
知
ら
ず

に
の
ぼ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と

が
分
り
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年

度
は
一
人
当
り
八
万
一
千
円
に

も
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
費
上
昇
の

主
な
原
因
は
、
今
年
の
二
月
一

日
か
ら
、
治
療
に
要
す
る
点
数

が
改
訂
に
な
り
九
・
六
％
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
た
り
ま

す
。
そ
れ
に
医
療
給
付
費
の
自

然
増
加
率
を
あ
わ
せ
る
と
一
九

％
の
上
昇
に
な
る
わ
け
で
す
。

八
一
、

0
0
0
円
（見
込
み

）

五
七
‘
五
五
七
円

五
二
、
七
七
五
円

ハ
七
‘
五
五
三
円

肱
川
町
国
保
会
計
よ
り

保
険
税
も
一
七

．
 ＿
 
一一％
増

【
虚
巳
巳
旦

“ 

戸、

‘、．．
 

年
を
と
る
と
誰
で
も
体
の
ど

こ
か
は
、
具
合
が
悪
く
な
り
、

病
院
に
通
つ
率
が
高
く
な
る
の

は
当
り
前
で
す
。
で
す
か
ら
、

国
保
会
計
の
医
療
給
付
費
の
な

か
で
老
人
医
療
費
の
し
め
る
割

合
が
高
く
な
る
の
も
止
む
を
得

な
い
こ
と
で
す
。
肱
川
町
で
は

国
保
加
入
者
の
う
ち
七
0
オ
以

上
の
人
は
現

誤

在
三
二
八
人

で
、
全
体
の
内
2

約
―
-
．
七
の費療

％
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
匠
3

老
人
医
療
を

k
ハ老年

受
け
る
人
た

ち
の
医
療
費

25
 

は
昨
年
度
五

5
t

千
七
百
万
円
四
心

余
り
で
、
総
岡
g

医
療
費
か
ら

3

み
る
と
二
九
箪
E

・
九
％
を
し

1世帯当り
67,465円

世が険〇資得内 〇税 い税五残金の内御病すね割
帯三者％産割訳万五こるで割りに四訳存院がばは
平五均‘税三は円千のの補をのた・はじへ‘な私
等％等被割五所 余三国でっ国二よ五図の支後ら達
割‘割保ー忽得の五保 t て保•り割のと

‘を
払のなが

ょおっ七い直

第2図昭和53年度保険税の内訳璽］ ］、て割自接
いは己病

ら総 tる国負院
六医 こ保担で
又療そとカ~分払
付費のはらでわ

1人当り 19,006円

四町あ得二てが
％内た約千い二
にのり五万ま 0
あ資‘億円す％
た産同円余°と
り税じのりこい
ま総＜四はのう
t門資． ‘う割

産〇町ち合
ハ税六内所に
0割％総得な
・はに所割っ

め
、
一
人
平
均
に
な
お
す
と
一

七
万
五
千
円
に
も
な
り
ま
す
。

総
被
保
険
者
一
人
当
り
の
医
療

費
六
万
七
千
円
と
比
べ
る
と
ニ

・
六
倍
の
高
額
医
療
で
す
。
一

人
当
り
の
件
数
で
比
較
す
る
と
、

昨
年
度
は
全
体
で
一
人
当
り
五

・
八
件
に
対
し
、
約
二
倍
の
一

一
・
三
件
が
老
人
医
療
の
一
人

ー
ニ
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
＿

老
人
医
療
費
は

二
九
・
九
％

ヽ

．
 

-‘. 

集
音
マ
イ
ク

◎
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
雨
ご
い

み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
ノ
ー
」

今
年
の
田
植
は
何
日
に
な
る

こ
と
や
ら
と
心
配
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
に
雨
が
降
る
。
鹿
野
川

ダ
ム
で
は
高
校
総
体
県
予
選
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
開
催
、
優
勝
校
は

鷹
国
体
へ
。
（
％
羹
）

◎
昭
和
五
十
三
年
度
土
木
工
事

誓
る
。
町
道
ム
コ
ウ
ヤ
ブ

ー
コ
ウ
ド
ン
線
改
良
工
事
、
上

森
山
農
道
及
び
上
森
山
第
二
農

道
新
設
工
事
、
そ
の
他
学
校
施

設
工
事
の
入
札
を
実
施
、
各
業

璽
ハ
早
々
と
工
事
に
着
手
。

（％） 
◎
轟
の
滝
、
小
藪
渓
谷
も
え
、
．

が
、
な
ん
か
他
に
目
新
し
い
事

は
な
い
か
。
（
％
、
観
光
協
会
理

事
会
開
催
）

◎
話
し
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
大
駄
場
を
起
点
に
岳
山
、

峰
峠
を
通
っ
て
惣
川
へ
通
ず
る

岳
山
林
道
「
昔
の
道
は
え
、
所

へ
つ
け
と
る
な
ァ
」
（
％
、
過
疎

林
道
期
成
同
盟
会
事
務
局
会
開

催）◎
気
象
台
が
梅
雨
入
り
宣
言

3

め
ず
ら
し
い
こ
と
に
こ
の
日

は
、
こ
よ
み
の
上
で
も
入
梅
で

あ
っ
た
。
毎
日
む
し
暑
い
日
が

続
く
。
（
％
）

◎
肱
川
町
青
年
団
、
久
々
に
優

勝
肱
川
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

て
喜
多
郡
連
合
青
年
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
開
催
、
郡
内
の
各

町
村
よ
り
参
加
、
肱
川
チ
ー
ム

は
八
月
に
行
な
わ
れ
る
県
大
会

に
出
場
す
る
。
(
%
)

◎
入
札
は
七
月
十
五
日
に
決
定
。

小
藪
、
予
子
林
、
月
ノ
尾
見
の

越
を
含
め
た
鹿
野
川
簡
易
水
道

工
事
、
指
名
業
者
は
八
社
と
決

定
（
％
、
水
道
特
別
委
員
会
）

1,..-
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最
近
は
難
病
に
よ
る
高
額
治

療
が
ふ
え
、
一
件
当
り
の
医
療

費
が
驚
く
程
高
額
に
な
る
例
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

第
四
図
は
、
老
人
医
療
費
を

の
ぞ
い
て
―
つ
の
病
気
で
、
し
か

も
同
一
病
院
に
月
一

三
万
円
以

上
の
高
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
病
気
か
ら
主
な
も
の
を
と
り

出
し
た
も
の
で
す
。

全
部
で
一
七
一
件
の
合
計
四

千
五
百
万
円
程
で
、
医
療
費
総

額
の
二
三
•
四
％
に
な
り
、
馬

鹿
に
な
ら
な
い
数
字
で
す
。
一

件
当
り
は
二
六
万
三
千
円
の
高

額
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
の

三
割
自
己
負
担
分
の
中
で
、
三
万

九
千
円
を
越
え
る
分
に
つ
い
て

国
保
会
計
か
ら
支
給
し
た
高
額

療
養
費
は
、
合
計
し
て
九
百
六
十

万
円
程
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
額
治
療
を
必

要
と
す
る
病
気
に
か
か
る
と
国

保
会
計
に
影
響
し
ま
す
が
、
そ

れ
よ
り
も
、
難
病
を
か
か
え
た

本
人
は
も
と
よ
り
、
家
族
の
苦

し
み
は
大
変
な
も
の
で
す
。
高

額
療
養
の
病
気
を
一
件
当
り
の

費
用
に
し
て
比
較
し
て
み
る
と
、

な
ん
と
い
っ
て
も
昨
年
度
の
横

第4図高額医療費を要した
主な病気(552年度）

円
位
万

単

＼

患疾 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 ，
 

二
三
•
四
％
が

高
額
療
養

当
り
件
数
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
老
人
医
療
費
は

件
数
も
多
く
、
費
用
が
高
く
つ

い
て
国
保
会
計
を
圧
迫
す
る
の

で
、
現
在
は
国
か
ら
調
整
交
付

金
を
受
け
て
何
と
か
や
り
く
り

を
し
て
い
ま
す
が
、
国
で
も
来

年
当
り
、
別
だ
て
の
運
営
に
す

る
か
ど
う
か
施
策
を
明
確
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
老
人
医
療
費
は
無
料

化
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
病

院
の
方
が
タ
ダ
に
し
て
呉
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
誰

か
が
代
り
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

泌尿器系疾患117件

消化器系疾患I30件

新生物（ガン）120件

8,738,960円

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
肱
川
町

の
老
人
医
療
該
当
者
は
国
保
加

入
者
三
二
八
人
、
社
会
保
険
加

入
者
八
七
人
、
合
計
四
一
五
人

で
す
が
、
こ
の
人
た
ち
の
医
療

費
の
七
割
は
み
ん
な
と
同
じ
よ

う
に
国
保
や
社
会
保
険
で
支
払

わ
れ
、
残
り
の
三
割
分
に
つ
い

て
は
第
三
図
の
よ
う
な
内
訳
で
、

町
が
国
や
県
の
補
助
を
受
け
て

直
接
病
院
へ
支
払
っ
て
い
ま
す
。

町
が
一
般
会
計
か
ら
持
ち
出
す

金
は
、
自
己
負
担
分
の
約
六
分

の

一
で
昨
年
度
は
二
八
四
万
円

支
出
し
て
い
ま
す
。

綱
は
腎
臓
疾
患
を
主
と
し
た
泌

尿
器
系
の
病
気
で
、
月
平
均
五

一
万
円
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

二
番
目
が
お
な
じ
み
の
難
病
、

新
生
物
つ
ま
り
ガ
ン
で
す
。

二
0
件
で
七
二
八
万
円
、
一
件

当
り
三
六
万
四
千
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
次
が
胃
腸
な
ど

の
消
化
器
系
の
疾
患
で
す
。

高
額
医
療
の
な
か
で
群
を
抜

い
て
件
数
が
多
い
の
は
精
神
障

害
で
四
五
件
も
あ
り
ま
す
。

一

件
当
り
は

l

五
万
九
千
円
程
度

で
す
が
、
こ
の
病
気
は
入
院
が

・＊

=・ 

精神障

8,228,130円

7,280,550円

害 145件 7,183,230円

3, 105, 170円

2,866,620円

2,421,980円

長
い
の
で
、
件
数
も
、
医
療
費

も
か
さ
み
、
家
族
の
方
の
心
配

は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

す
。
文
明
の
進
歩
と
比
例
し
て

精
神
障
害
も
ふ
え
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

精
神
衛
生
の
方
も
お
ろ
そ
か
に

は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

肱
川
町
の
一
般
的
な
病

気
は
、
昨
年
度
の
件
数
で

ヽ
み
る
と
相
変
ら
ず
、
高
血

圧
、
歯
牙
、
感
冒
、
胃
腸
、

しさ
筋
骨
格
系
（
リ
ュ
マ
チ
な

だ
ど
）
の
病
気
が
多
い
よ
う

う
で
す
が
、
今
月
は
特
に

国
保
の
し
く
み
や
総
医
療

＜
 

て
費
の
半
分
以
上
を
し
め
る
、

み
老
人
医
療
費
と
高
額
医
療

費
に
焦
点
を
あ
て
て
考
え

て
み
ま
し
た
。
い
ず
れ
に

をり
し
て
も
日
頃
か
ら
健
康
に

お

気

を

、つ
け
て
、
病
気
に
か

か
っ
た
と
き
に
は
早
く
発

見
し
、
早
く
治
療
を
受
け

しの
る
こ
と
が
一
番
の
よ
う
で

呆

す

。
な
お
、
今
月
は
町
民

み

ーヽ

な
さ
ん
が
、
健
康
を

守
り
、
正
し
い
医
療
を
受

国
のけ

て
い
た
だ
く
た
め
に
「

国
保
の
し
お
り
」
を
各
家
庭
に

お
届
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

是
非
お
読
み
下
さ
い
。
分
ら
ぬ

こ
と
が
あ
っ
た
ら
町
民
課
国
保

係
へ
え
ん
り
ょ
な
く
御
相
談
下

さ
い
。

一

、

根

釧

原

野

る

風

景

だ

が

、

現

実

は

そ

う

で

根
室
在
住
の
次
男
の
処
に
孫
も
な
い
の
か
所
々
に
離
農
の
跡

が
生
ま
れ
た
の
を
機
に
、
北
海
道
ら
し
い
荒
れ
た
牧
場
や
壊
れ
た

行
き
を
思
い
た
つ
。
肱
川
を
出
建
物
、
サ
イ
ロ
が
目
に
つ
く
。

て
四

0
余
時
間
五
月
二
三
日
昼
小
休
止
を
兼
ね
て
風
連
湖
の

過
ぎ
釧
路
駅
に
つ
く
。
釧
路
か
湖
畔
に
下
り
て
見
る
汀
に
は
、

ら
は
迎
え
に
来
て
く
れ
た
次
男
つ
く
し
が
頭
を
出
し
、
水
ば
し

の
車
で
、
国
道
四
四
号
線
を
根
ょ
う
の
花
が
咲
き
、
柳
も
芽
を

室

に

む

か

う

。

ふ

い

た

ば

か

り

で

、

四

国

は

初

釧
路
湿
原
を
す
ぎ
る
と
国
道
夏
で
あ
っ
た
の
に
こ
、
は
ま
さ

は
国
有
原
始
林
地
帯
に
入
る
。
に
早
春
と
言

，．
1
1
1
,
1
!
!

根
釧
原
野
縦
断
一
三
六
口
の
三
う
感
じ
で
あ

分
の
一
が
こ
の
原
始
林
地
帯
で
、
る
。
五
年
前

見
渡
す
限
り
の
樹
海
は
遠
く
阿
の
初
冬
に
訪

寒
の
山
ま
で
つ
ゞ
き
、
ま
だ
芽
れ
た
時
、
湖

を
ふ
か
ぬ
落
葉
樹
に
ま
じ
り
工
面
い
っ
ぱ
い

ゾ
松
、
ト
ド
松
の
緑
、
白
樺
の
に
う
か
ん
で

幹
の
白
さ
、

エ
ゾ
山
ご
く
ら
の
い
た
大
白
鳥

桃
の
花
に
も
似
た
あ
か
さ
等
が
た
ち
は
シ
ベ

色
を
そ
え
て
、
美
し
さ
は
た
と
リ
ヤ
に
帰
っ

え
よ
う
も
な
い
。
根
釧
原
野
は
て
姿
も
な
く
‘

日
本
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
湖
面
は
静
ま

言
わ
れ
る
地
帯
で
あ
る
が
、
開
り
か
え
り
、

1

発
の
名
の
も
と
に
こ
の
美
し
い
対
岸
の
砂
洲

．

自
然
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
に
立
つ
ト
ド

い

事

を

祈

り

た

い

。

松

の

林

が

美

原
始
林
地
帯
を
出
る
と
根
釧
し
い
影
を
落

．．
 
-

□口
顎
叫

原
野
中
央
部
に
か
；
る
。
「
起
伏
し
て
い
た
。

は
て
な
き
幾
山
河
」
と
歌
わ
れ
根
室
に
つ

た
満
蒙
の
地
形
に
も
似
た
ゆ
い
た
の
は
、
四

る
や
か
な
丘
陵
地
帯
が
ど
こ
ま
国
よ
り
一
時

で
も
つ
ゞ
く
。
直
線
二

0
キ
ロ
と
間
も
日
の
入
り
の
早
い
夕
ぐ
れ

言
わ
れ
る
四
四
号
線
の
直
線
部
時
で
あ
っ
た
。

分
も
こ
の
辺
で
あ
る
。
沿

線

の

ー

一

、

納

沙

布

岬

あ
ち
こ
ち
に
牧
場
が
ひ
ろ
が
り
、
五
月
二
五
日
、
エ
ゾ
山
ぎ
く
ら

え
ん
え
ん
と
つ
ゞ
＿＜
牧
棚
と
力
や
千
島
ぎ
く
ら
の
三
分
咲
き
の

ラ
松
の
防
風
林
に
か
こ
ま
れ
た
花
を
ち
ぢ
み
上
が
ら
せ
た
昨
日

放
牧
地
の
緑
に
対
照
的
な
赤
い
の
寒
さ
に
か
わ
り
、
今
日
は
風

屋
根
の
農
家
の
建
物
や
、
ゆ
う
も
暖
か
く
晴
間
も
見
え
る
天
気

ゅ
う
草
を
は
む
乳
牛
の
む
れ
を
な
の
で
、
納
沙
布
岬
を
訪
ね
る

見
れ
ば
農
村
の
豊
か
さ
を
感
じ
こ
と
に
す
る
。

郷

部

落

市

川

澄

男

美
し
い
自
然
の
残
る

根
釧
原
野

ベ

．^
 

あ
る
貝
殻
島
は
波
に
洗
わ
れ
て

見
え
か
く
れ
し
、
そ
の
向
こ
う

に
右
か
ら
水
晶
島
、
勇
留
島
、

秋
勇
留
島
と
歯
舞
の
低
い
台
地

の
島
々
が
手
に
取
る
よ
う
に
見

え
る
。
秋
勇
留
島
の
手
前
海
上

に
ソ
連
の
警
備
艇
が
見
え
、
砲

塔
の
大
砲
や
船
首
の
機
関
銃
ま

で
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
秋
勇

留
島
に
は
高
い
望
楼
が
あ
り
楼

_.A 

言

鼻

m
W
1
ヽ
'
’
疇

一．
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よのし線三み、 事 ま 下 て を 年 まる 路 敷 年 無 家・ 路今五落落
り路た共月 もそし線十発八まし こ線水度いにし L で十も内昭
‘線゜完に五 順 の た を 月 注 月 ず た とを下でこ通かとは年‘に和

各 開こ成 十調後゜発にしに五゜に施線敷とじし言町に幹道四
家 通れし三三に ‘
共にらま路年

注中続下十 な工の水かるなわ内力~線路十
進エ し線い線二 りす三上ら道がれ屈けはが一

＂言 f二‘ ← - 召ヘ

＇ 線 路らて指て四通年
9 、B ‘いの舗十じに

敷和支末まゴ装九た初
水五線端すよさ年敷め
中 十 -‘の いれよ水て
線 二が 各 道‘り部部

• l 完成した敷水上線

駅
前
か
ら
バ
ス
に
乗
り
太
平
上
の
監
視
兵
ら
し
い
姿
も
見
え

洋
岸
の
道
を
、
漁
村
を
抜
け
牧
る
。
そ
し
て
私
の
脳
裏
に
国
境
、

場
を
よ
こ
ぎ
り
一
時
間
で
岬
の
前
線
等
と
い
う
忘
れ
て
い
た
言

先
端
に
つ
く
。
岬
に
は
観
光
客
葉
が
う
か
ん
で
来
る
。

の
姿
も
な
く
荒
窄
と
し
た
さ
い

＇

帰
り
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
の

果
の
岬
は
日
影
も
う
す
い
。

．

道
を
徒
歩
で
帰
り
、
肉
用
馬
の

岬
の
先
端
に
立
つ
澄
台
の
下
牧
場
や
小
さ
な
漁
村
を
の
ぞ
い

を
ま
わ
り
日
本
最
東
端
の
岩
礁
て
見
る
。
こ
、
の
漁
村
は
主
に

に
立
つ
と
、
流
氷
の
季
節
は
す
コ
ン
ブ
漁
の
人
た
ち
だ
が
、
漁

ぎ
た
と
は
い
え
風
は
つ
め
た
＜
凸
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
ま
、
で
、

波
も
あ
ら
い
。
又
、
海
峡
の
荒
砂
利
を
敷
き
つ
め
た
広
い
コ
ン

い
風
波
を
物
語
る
よ
う
に
岬
の
ブ
干
場
に
は
か
げ
ろ
う
が
も
え
、

断
岸
の
上
に
は
幾
つ
も
の
遭
難
時
折
か
み
な
り
し
ぎ
の
す
る
ど

碑
が
立
っ
て
お
り
、
見
る
人
の
い
羽
音
が
ひ
ゞ
く
。
例
年
な
れ

心

を

重

く

す

る

。

ば

五

月

に

な

る

と

貝

殻

島

週

辺

岬
の
広
場
に
北
方
領
土
の
資
の
コ
ン
ブ
漁
が
は
じ
ま
る
の
だ

料
等
を
集
め
た
望
郷
の
家
と
い
が
、
今
年
は
ソ
連
と
の
入
漁
に

う
建
物
が
あ
り
、
そ
の
階
上
に

あ
る
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い
て
見
る
。

根
室
海
峡
三
・
七
キ
ロ
の
所
に

関
す
る
話
あ
い
が
つ
か
ず
出
漁

の
見
通
し
も
つ
か
ぬ
と
云
う
。

「
も
と
／
＼
日
本
の
海
の
日
本

の
資
源
で
あ
る
も
の
を
」
と
、

う
っ
憤
や
る
か
た
も
な
い
口
調

で
語
る
漁
師
の
人
の
話
し
に
同

調
し
て
血
圧
を
上
げ
る
。

さ
て
そ
の
他
に
も
五
十
数
年

前
、
郷
土
の
先
輩
鉾
岩
覚
間
氏

一
家
が
入
植
し
て
た
、
中
標
津
町

俣
落
地
区
を
訪
ね
た
り
、
農
業

関
係
で
は
日
本
最
大
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
と
い
う
新
酪
農

村
建
設
の
現
地
も
見
て
来
た
の

で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ

る
の
で
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば

お
話
し
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
路
線
が

そ
ろ
っ
て
完
成

敷
水
地
区
道
路

よ
り
便
利
に
な
り
、
農
業
、
そ

の
他
巾
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

又
こ
の
路
線
を
延
長
し
、
見

の
越
、
月
ノ
尾
に
通
ず
る
連
絡

道
路
の
話
も
出
て
お
り
、
連
絡

道
路
が
完
成
す
る
と
、
一
層
効

果
的
に
道
路
が
利
用
出
来
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

-. .... ふ••
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六
月
定
例
町
議
会
は
‘
六
月
二
十
九
日
招

集
さ
れ
、
人
事
、
条
例
、
予
算
案
件
な
ど
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
、
会
期
一
日

間
で
閉
会
し
た
。

行
政
事
務
に
関
す
る
一
般
質
問
は
、
三
議

0
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

協
生
部
落
の
中
田
賢
光
氏
を

任
期
満
了
に
よ
り
再
選
し
た
。

〇
専
決
処
分
昭
和
五
十
二
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

計
数
整
理
な
ど
を
行
い
、
百

三
十
四
万
五
千
円
を
追
加
し
て

予
算
総
額
は
、
九
億
五
千
三
百

二
十
一
万
八
千
円
と
な
っ
た
。

〇
税
条
例
の
一
部
改
正

町
民
税
の
非
課
税
者
の
、
所

得
額
の
引
上
げ
及
び
、
法
人
等

に
関
す
る
事
項
。

0
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

医
療
費
の
引
上
げ
及
び
自
然

増
な
ど
に
関
連
し
て
、
本
年
度

保
険
税
を
増
額
し
た
の
で
、
課

税
率
並
び
に
金
額
の
変
更

3

0
基
金
条
例
の
一
部
改
正

国
民
年
金
保
険
料
の
改
訂
に

伴
い
、
加
入
者
の
便
宜
を
は
か

る
た
め
、
印
紙
購
入
基
金
の
増

額
を
し
た
。

0
昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

．

’.

町
道
小
藪
線
の
改
良
を
計
画

し
た
が
、
こ
の
事
業
が
県
営
工

税
条
例
の

＾` 

事
で
施
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
予
算
の
減
額
を
し
た
。

そ
の
外
、
月
野
尾
集
会
所
の
新

設
、
学
校
の
修
繕
費
が
主
な
も

の
で
、
補
正
額
は
一
千
三
百
七

十
万
円
減
額
に
な
っ
て
、
予
算

額
は
九
億
円
と
な
っ
た
。

0
昭
和
五
十
三
年
舎
盃
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算

中
央
簡
易
水
道
の
実
施
設
計

が
策
定
さ
れ
た
の
で
、
予
算
額

に
は
変
更
な
く
、
内
容
の
変
更

を
し
た
。

0
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
を
設
け
た
。

0
昭
和
五
十
＝
一
年
度
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

予
算

貸
付
件
数
三
件
を
予
定
し
て
、

予
算
額
八
百
八
十
四
万
四
千
円

3

0
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行

上
森
山
農
道
新
設
工
事
の
施

行
を
県
へ
申
請
す
る
も
の
。

事

業

量

延

長

五

O
O
M

巾

員

三

・

五

訂

0
元
号
法
制
化
に
関
す
る
意
見

書議
員
提
出
の
も
の
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
な
ど
日
本
の
元
号

制
は
、
戦
後
な
く
な
り
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
歴

一
一
一

}＿” 

部
改
正
な
ど

員
が
行
い
、

に
答
え
た
。

一
般
質
問
、
議
決
し
た
案
件
の
概
要
は
別

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
月
定
例
町
議
会

町
長
（
一
部
教
育
長
）
が
こ
れ

史
的
な
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
日

常
も
使
っ
て
い
る
の
で
、
将
来

も
存
続
す
る
国
民
の
声
は
強
い
。

こ
の
制
度
を
法
制
化
す
る
よ

う
、
内
閣
総
理
大
臣
へ
意
見
書

を
送
る
こ
と
に
し
た
。

0
町
政
に
対
す
る
町
長
の
姿
勢

に
つ
い
て

問
町
長
は
就
任
以
来
、
広
聴

活
動
の
一
環
と
し
て
、
部
落
を

訪
問
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
町

民
は
次
期
町
長
選
に
係
り
が
あ

る
と
み
て
い
る
。
ま
た
最
近
の

町
政
は
沈
滞
気
味
が
感
じ
ら
れ

る
。
町
発
展
の
た
め
活
気
の
あ

る
町
政
の
推
進
を
は
か
ら
れ
た

、。し答
三
月
定
例
町
議
会
で
表
明

し
た
施
政
方
針
は
、
ご
理
解
を

得
て
い
る
と
存
じ
て
い
る
が
、

町
民
の
た
め
の
仕
事
を
し
て
い

る
以
上
、
住
民
と
接
触
を
深
め
、

町
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

の
が
、
自
治
体
の
責
務
と
考
え

て
い
る
が
、
誤
解
の
な
い
よ
う

配
慮
し
て
い
き
た
い
。

役
場
内
の
ム
ー
ド
も
、
よ
り

明
る
く
な
っ
て
お
り
、
議
会
と

執
行
機
関
は
車
の
両
輪
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
同
じ
回
転
速
度

で
、
町
行
政
を
進
め
て
い
き
た

、。＞ 

議
案
を
可
決

)̂ 

,,. 

0
町
民
相
談
室
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て

問
町
長
の
ア
イ
デ
ア
で
こ
の

室
が
設
置
さ
れ
た
が
、
相
談
事

業
は
、
心
配
ご
と
相
談
や
行
政

相
談
員
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
室

自
体
で
解
決
す
る
も
の
は
限
ら

れ
て
い
る
し
、
や
は
り
役
場
内

の
各
課
で
最
終
的
に
は
処
理
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
室
長
は
も

っ
と
重
要
な
ポ
ス
ト
の
仕
事
を

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

な
お
将
来
こ
の
室
を
存
続
さ

せ
る
と
な
れ
ば
、
ど
う
い
う
必

要
性
が
あ
る
の
か
。

答
行
政
も
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓

場
ま
で
、
最
近
は
生
き
が
い
ま

で
広
い
分
野
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
室
で
広
報
広
聴
的
な
活
動

も
行
い
、
住
民
の
小
さ
い
要
望

も
取
り
上
げ
処
理
し
て
い
る
。

組
織
は
大
き
く
な
る
と
複
雑

に
な
っ
て
、
小
さ
い
事
柄
は
後

廻
し
に
な
る
恐

れ
も
あ
る
。
そ

れ
を
な
く
す
る

た
め
に
も
、
相

互
チ
ェ
ッ
ク
、

問
題
解
決
の
促

進
に
、
重
要
な

役
割
り
を
果
し

て
い
る
。

設
置
以
来
一

年
余
り
で
将
来

の
こ
と
よ
り
も
、

現
実
に
は
当
面

の
機
能
を
発
揮

さ
せ
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。

0
行
政
事
務
の

改
善
に
つ
い

て
問

行

政

事

務

は
、
近
年
複
雑

多
岐
と
な
り
、
事
務
の
内
容
は

読
む
、
書
く
、
仕
分
け
、
計
算

が
約
六

0
％
と
聞
い
て
い
る
。

当
町
は
、
財
政
の
上
で
人
件

費
の
占
め
る
割
合
は
、
県
下
の

町
村
の
中
で
は
低
位
に
あ
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
が
、
こ
れ
も
平

素
の
事
務
改
善
の
努
力
の
結
果

と
思
っ
゜

し
か
し
今
後
事
務
量
は
ま
す

ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
か

ら
、
事
務
の
近
代
化
、
合
理
化

を
は
か
り
、
企
業
の
よ
い
面
は

取
り
入
れ
る
べ
ぎ
と
考
え
る
。

最
少
の
経
費
で
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
を
す
る
た
め
、
新
し
い
事
務

管
理
体
制
を
確
立
し
て
、
電
子

計
算
機
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）

な
ど
の
導
入
に
よ
っ
て
、
機
械

処
理
の
可
能
な
も
の
は
機
械
化

し
、
住
民
が
要
望
し
て
い
る
人

手
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事

へ
、
人
材
を
当
て
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
国
、
県
の
事
務
が
簡
素
化

す
る
と
、
連
動
し
て
町
行
政
事

務
も
改
善
さ
れ
る
が
、
今
そ
れ

を
言
っ
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
。

常
に
事
務
の
改
善
と
、
合
理

化
に
対
し
て
は
、
調
査
研
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
．

今
後
質
問
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
更
に
研
究
を
し
て
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
り
た
い
。

0
小
学
校
の
改
築
の
た
め
の
積

立
金
に
つ
い
て

問
町
内
の
小
学
校
校
舎
は
、

す
で
に
老
朽
化
し
て
い
る
。
改

築
の
場
合
児
童
数
が
一
人
で
も

多
い
方
が
、
国
の
補
助
を
受
け

る
と
き
も
有
利
と
思
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
改
築
の
た

め
の
積
立
金
制
度
を
設
け
、
積

立
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

答

昭

和

五

十
二
、
五
十
三
年

度
の
町
財
政
は
、
町
債
の
一
部

を
繰
上
げ
償
還
し
た
。
こ
れ
ら

の
理
由
で
余
裕
財
源
は
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

小
学
校
の
校
舎
改
築
の
必
要

は
認
め
る
が
、
本
年
度
か
ら
そ

の
た
め
の
積
立
金
は
考
え
て
い

な
い
。

0
町
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

問
本
年
度
当
初
予
算
に
、
町

有
林
及
び
町
有
地
を
処
分
す
る

計
画
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
価

格
算
定
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
思
わ
く
ど
お
り
処

分
で
ぎ
な
い
と
、
歳
入
欠
陥
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
当
初
予
算
に
は
、
言
わ
れ

る
と
お
り
財
産
処
分
を
設
定
し

て
い
る
が
、
県
の
配
慮
と
内
部

の
努
力
に
よ
っ
て
、
で
き
る
限

り
処
分
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

0
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
経
営

合
理
化
に
つ
い
て

問
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
日

数
は
、
年
間
百
七
十
五
日
で
あ

る
。
職
員
を
減
員
せ
よ
と
言
う

の
で
な
い
が
、
休
日
に
は
他
の

作
業
を
考
え
る
な
ど
、
実
質
的

な
人
件
費
を
節
減
す
る
方
策
を

講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
学
校
給
食
法
に
基
い
て
、

給
食
業
務
を
行
い
、
学
校
で
も

教
育
の
一
環
と
し
て
、
給
食
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

業
務
の
全
面
委
託
に
は
問
題

が
あ
る
が
、
現
在
部
分
的
な
委

託
は
実
施
し
て
い
る
。

今
後
と
も
合
理
化
の
研
究
を

'. 

し
て
、
経
費
の
節
減
に
努
め
た

、。し

日
本
で
は
、
胃
が
ん
に
比
べ
て

大
腸
が
ん
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
食
生
活
が
欧
米
化
す
る

に
つ
れ
、
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

大
腸
に
で
き
る
が
ん
の
中
で

は
、
直
腸
か
ん
が
最
も
多
く
‘

そ
の
典
型
的
な
症
状
は
下
血
‘

つ
ま
り
便
に
血
が
混
じ
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
も
鮮
血
で
な
く
‘

ど
す
黒
い
血
で
、
便
が
次
第
に

細
く
な
っ
て
、
ウ
サ
ギ
の
フ
ン

の
よ
う
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す。
便
秘
、
下
痢
も
多
く
な
り
ま

す
。
血
便
が
出
て
も
じ
（
痔
）

0
中
央
簡
易
水
道
の
工
事
業
者

選
定
に
つ
い
て

問
先
の
議
員
協
議
会
で
、
こ

の
事
業
の
工
事
入
札
は
、
事
務

処
理
の
た
め
、
若
干
遅
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他

の
報
告
は
さ
れ
て
い
な
い
。
特

別
委
員
会
の
報
告
も
な
い
の
で
、

．
秘
密
事
項
も
あ
ろ
う
が
、
ツ
ン

ボ
さ
じ
き
で
あ
る
。

工
事
請
負
業
者
の
選
定
は
ど

う
す
る
の
か
、
例
え
ば
大
手
に

す
る
の
か
、
地
元
の
業
者
に
す

る
の
か
。
日
頃
町
長
が
言
わ
れ

て
い
る
仕
事
を
ふ
や
す
行
政
か

ら
考
え
れ
ば
、
地
元
の
業
者
を

指
名
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
段
階
で
は
、
行
政
執
行

者
（
町
長
）
の
判
断
に
、
お
任

か
せ
顔
い
た
い
。

工
事
計
面
等
は
、
担
当
の
課

で
進
め
て
い
る
の
で
、
充
分
研

究
さ
れ
た
い
。

り
ま
す
。

だ
ろ
う
ぐ
ら
い
に
考
え
や
す
い

の
で
す
が
、
中
年
以
後
と
も
な

れ
ば
、
黒
っ
ぽ
い
下
血
が
あ
れ

ば
、
ま
ず
、
こ
の
が
ん
を
疑
う

ぐ
ら
い
の
慎
重
さ
が
ほ
し
い
の

で
す
。
手
術
に
は
此
の
活
約
筋

を
切
ら
な
い
で
、
，
便
は
元
通
り

こ
う
門
か
ら
出
る
よ
つ
に
す
る

嘉
と
、
活
約
筋
を
切
除
し
て

別
に
人
工
こ
う
門
を
作
り
、
便

を
そ
こ
か
ら
出
す
二
通
り
が
あ

活
約
筋
を
残
し
て
も

ら
う
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
も
早
期

が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
絶
対

条
件
で
す
。

0
河
辺
川
の
流
路
変
更
に
つ
い

て
問
当
町
開
発
の
一
環
と
し
て

河
辺
川
の
付
け
替
え
を
す
れ
ば
‘

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
片
付
く
の

で
は
な
い
か
。

最
近
鹿
野
川
周
辺
に
危
険
個

所
の
標
示
が
目
に
つ
く
、
が
け

崩
れ
や
災
害
が
原
因
で
あ
る
。

そ
こ
で
地
域
住
民
や
先
人
が

言
わ
れ
て
い
る
河
辺
川
を
付
け

替
え
る
こ
と
で
、
防
災
に
役
立

つ
し
、」
併
せ
て
土
地
造
成
も
で

き
る
。
こ
の
際
こ
の
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
運
動
を
起
こ
す

こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
大
き
な
課
題
と
受
け
と
め

て
い
る
。

私
見
と
し
て
は
‘
災
害
を
想

定
し
た
と
き
賛
成
で
き
な
い
。

し
か
し
防
災
上
問
題
が
な
け

れ
ば
、
地
域
の
開
発
に
も
な
る

し
、
関
係
者
と
協
議
し
て
、
前

向
ぎ
で
調
査
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
い
。

大
腸
が
ん
（
血
便
に
注
意
）

.．：‘ 
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妊
産
婦
・
乳
児
に

ミ
ル
ク
を
支
給

r̀ 

?
…
…
．
喜
は
こ
ど
も
達
に

”
お
父
さ
ん
を
殺
し
た
の
は
こ

の
人
よ
、
よ
く
顔
を
覚
え
て
お

き
な
さ
い
“
と
言
っ
て
聞
か
せ

た
。
こ
ど
も
達
は
”
バ
カ
ヤ
ロ

ー
II

と
叫
び
な
が
ら
私
の
後
を

追
っ
て
来
ま
し
た
。
被
害
者
は

三
十
オ
で
働
き
盛
か
り
、
お
ま

け
に
お
子
様
達
は
小
学
一
年
生

を
頭
に
三
人
も
い
る
の
で
す
か

ら
、
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ
て

も
当
然
で
す
。
そ
の
日
か
ら
毎

日
、
畳
に
頭
を
付
け
た
ま
ま
お

わ
び
す
る
日
が
続
き
ま
し
た
…

…
…
」
。
こ
れ
は
初
め
て
の
飲

酒
運
転
で
歩
行
者
を
は
ね
て
死

亡
さ
せ
、
懲
役
十
月
を
受
け
た

教
員
の
手
記
な
の
で
す
。

車
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
、

誰
が
加
害
者
と
な
り
、
又
被
害

者
と
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

被
害
者
は
悲
惨
で
す
。
し
か
し

加
害
者
も
又
、
悲
惨
な
の
で
す
。

私
達
は
日
頃
車
か
ら
「
便
利
」
を

得
て
い
る
の
だ
か
ら
車
を
悪
者

と
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
又

自
分
達
が
加
害
者
、
被
害
者
と

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に

「
交
通
安
全
」
を
心
の
引
出
し
に

置
き
た
い
も
の
で
す
。

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ

平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

弁
護
士
相
談
日
毎
週
木
曜
午
後
一
時
ー
午
後
四
時

松
山
市
一
番
町
―
|
―
五
ー
ニ

住
友
生
命
松
山
ビ
ル
七
階

松
山
調
査
事
務
所
内

6
直
通

00
詮い
1
闘
1
伍
賃

母
子
の
栄
養
改
善
指
導
の
一

環
と
し
て
、
ミ
ル
ク
を
無
償
で

支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は

日
生
活
保
護
世
帯

口
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯

口

所
得
税
非
課
税
世
帯

以
上
の
世
帯
の
妊
産
婦
と
乳

幼
児
に
支
給
さ
れ
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

該
当
の
妊
産
婦
さ
ん
は
、
役

場
町
民
課
へ
申
請
を
し
て
下
さ

い
。
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら

社

団

法

人

日

本

損

害

保

険

協

会

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

七
月
二
八
日
＼
八
月
＿
日

「
交
通
安
全
」
を

心
の
引
出
し
に

おしらせの

ページ

9‘ 
しミ

と
き

母
親
学
級

八
月
十
一
日

士
二
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

と
ぎ

計
画

乳
児
健
康
相
談

日 程表

時間 行事名 場所

9. 00 
ダム犠牲者慰霊祭 慰ダ霊ム堰碑堤建立地-10. 00 

10・ 30 
弁天宮祭典

上宮鹿野川弁天
~11 30 

12. 00 
花木市 農林会館前-19: 00 

12. 00 
ビックリ市 お祭り広場22・ 30 

13 00 
七夕笹コンクール 滝山・鹿野川

-14: 30 

15: 00 
スリラー館 1日役場-19: 00 

12 00 
農産物販売 お祭り広場-19. 00 

15 00 
楽団演奏とのど自慢 農林会館前-18: 00 

10. 00 
鹿野川湖遊覧 鹿野川湖-17. 00 

19'30～刃： 00 
盆踊り大会 自宇動和車島々庫20 10-21 00 

21: 20 
花火大会 肱川原中学校前

-21: 50 JII 

鹿
野
川
夏
ま
つ
り

新
し
く
湖
上
遊
覧
を
計
画

支
給
い
た
し
ま
す
。

用
紙
は
町
民
課
に
あ
り
ま
す
。

乳
児
に
つ
い
て
は
、
発
育
関
係

が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
で
実
施

し
て
お
る
乳
児
健
康
相
談
日
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

支
給
期
間

恒
例
に
な
り
ま
し
た
鹿
野
川

夏
ま
つ
り
を
、
今
年
も
八
月
七

日
に
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
し
い
試
み
と
し

て
、
鹿
野
川
湖
無
料
遊
覧
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
湖
上
遊
覧
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
次
表
の
と
お

り
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
い
ま

八
月
九
日

十
三
時

1
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

内
容
産
後
の
保
健
と
家
族

六
ヵ
月

三
ヵ
月

生
後
四
ヵ
月

1
お
誕

生
月
ま
で

く
わ
し
い
事
は
保
健
婦
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

妊
婦

産
婦

乳
児

◇心配ごと相談◇

“お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日 担当相談員

7月25日 都谷、蔵田

8月5日 戒野、森本、福田

8月15日 坂本、兵頭

8月25日 下石、楠野

ー`、

五
月
の
常
会
で
お
願
い
し
て

お
り
ま
し
た
日
赤
社
費
募
集
は

町
内
全
部
落
の
協
力
を
得
、
一

六
三
、
七

0
五
円
の
社
費
が
寄

せ
ら
れ
、
目
標
額
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
社
費
は
災
害
の
救
助
、

血
液
事
業
の
推
進
、
社
会
援
護

農
業
者
年
金
の
保
険
料
を
徴

収
す
る
権
利
は
、
納
付
期
限
後

二
年
を
経
過
し
た
時
は
時
効
に

よ
っ
て
消
滅
し
ま
す
。

こ
の
た
め
年
金
の
受
給
に
必

要
な
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
出
来
ず
、
年
金
を
受
給
出
来

な
い
者
が
、
今
回
の
特
例
で
保

農
年
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

日
赤
肱
川
分
区

す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

表

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

お
帰
り
は
、
無
料
マ
イ
ク
ロ
金

バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
料
り納追

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
花
火
大

会
終
了
後
午
後
十
時
に
鹿
野
川

主
婦
の
店
前
を
予
子
林
・
岩
谷

・
大
谷
・
小
藪
・
宇
和
川
方
面

へ
運
行
い
た
し
ま
す
。

活
動
な
ど
、
多
く
の
人
々
の
安

全
と
健
康
を
守
る
た
め
の
活
動

に
有
意
義
に
使
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協

力
に
感
謝
し
、
今
後
と
も
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

六
三
、
七

0
五
円

目
標
額
を
達
成

年度I料金（年額）

43年

44 

45 

46 

47 

48 

円

3. 150 
＇ 

3,600 

4,950 

5,400 

6,300 

7,650 

49 I 11,400 

SO I 13,200 

511 16,800 

52 I 26,400 

i
保
険
料
の
免
除
を

醗

受

け

て

い

る

方

へ

［
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
裕
が
で
き
た
と
き
は
、
十
年
前

た
く
て
も
、
家
計
が
苦
し
く
て
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
と
か
、
失
業
や
追
加
し
て
納
め
れ
ば
よ
い
と
い

災
害
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
で
う
便
利
な
制
度
が
あ
り
ま
す
の

き
な
い
人
は
、
そ
の
保
険
料
が
で
、
免
除
を
受
け
て
い
る
人
で

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
余
裕
が
で
き
た
方
は
、
年
金
を

肱
川
町
内
で
も
大
ぜ
い
の
方
が
受
け
と
る
年
令
に
な
る
ま
で
に

免
除
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
が
で
ぎ
る
だ
け
追
納
し
て
、
よ
り

将
来
年
金
を
も
ら
う
場
合
に
は
沢
山
の
年
金
を
受
け
と
る
よ
う

免
除
さ
れ
た
月
の
分
だ
け
年
金
に
し
ま
し
ょ
う
。

額
が
三
分
の

一
に
な
り
、
保
険
今
か
ら
十
年
間
さ
か
の
ぽ
っ

料
を
納
め
た
人
に
く
ら
べ
て
ど
た
各
年
度
の
保
険
料
金
は
次
の

う
し
て
も
差
が
で
て
く
る
こ
と
と
お
り
で
す
か
ら
参
考
に
し
て

に

な

り

ま

す

。

下

さ

い

。

追

納

金

は

役

場

年

金

し
か
し
、
保
険
料
を
免
除
さ
係
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

れ
た
人
が
、
そ
の
後
生
活
に
余

と

き

八

月

五

日

行
政
相
談

・̂ 
• 

九
時
ー
十
四
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

r) 

そ
れ
が
社
会
共
通
の
経
費
、
つ

ま
り
税
金
で
す
。

◎
税
金
は

み
ん
な
の
た
め
に
使
わ
れ
る

環
境
美
化
デ
ー
に
参
加
を

険
料
を
納
付
す
れ
ば
年
金
が
受

給
含
れ
ま
す
。

該
当
者
は
年
金
基
金
の
方
か

ら
農
協
に
連
絡
が
有
り
ま
す
が
、

お
心
当
り
の
方
は
、
農
業
委
員

会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

尚
未
加
入
者
の
方
も
‘
今
ま

で
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付

す
れ
ば
年
金
が
受
給
さ
れ
ま
す
。

又
わ
ず
か
の
時
効
期
間
で
農

業
者
年
金
に
加
入
出
来
な
か
っ

た
方
も
、
そ
の
期
間
の
保
険
料

を
納
付
す
れ
ば
農
業
者
年
金
に

加
入
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

特
例
に
よ
る
保
険
料
は
一
ヵ

月
三
、
六

0
0
円
で
す
。
保
険
料

の
納
付
期
限
や
年
金
の
受
給
額

の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
至
急
農
業
委
員
会
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

「
大
切
に
」
運
動
だ
よ
り

人
や
物
を
大
切
に
し
、
住
み

よ
い
町
を
つ
く
る
た
め
の
「
大

切
に
」
運
動
、
七
月
の
目
標
は

JIIや
山
を
き
れ
い
に
し
ま
し

ょ
う
II

で

す

。

八

月

の

目

標

は

＂

公

共

物

を

そ
こ
で
七
月
三
十
日
（
日
）
に
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
“
で
す
。

は
、
町
を
あ
げ
て
環
境
美
化
デ
公
民
館
、
集
会
所
な
ど
の
施

ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
設
は
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

り

ま

す

。

を

深

め

る

大

切

な

場

で

、

地

域

肱
川
、
河
辺
川
を
は
じ
め
部
社
会
の
拠
点
と
い
え
ま
す
。

落
の
溝
や
小
川
な
ど
の
草
刈
り
、
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
て
、

ナ
イ
ロ
ン
や
流
木
の
焼
き
す
て
公
共
施
設
を
き
れ
い
に
し
て
、

に
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
が
気
持
よ
く
使
え
る
よ

部
落
に
よ
っ
て
は
、
河
川
の
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生

活
が
で
ぎ
る
よ
う
に
、
国
や
地

方
公
共
団
体
は
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
や

科
学
の
振
興
な
ど
、
そ
の
活
動

は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い

専゚こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
費

用
は
、
そ
の
社
会
を
構
成
し
て

い
る
私
た
ち
み
ん
な
が
出
し
合

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

通
学
路
や
集
会
所
、
お
宮
な
ど

の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

S
税
金
の
ゆ
く
え

S

国
の
活
動
を
表
わ
す
昭
和
五

士
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

三
四
兆
二
、
九
五

0
億
円
で
す

が
、
こ
の
う
ち
の
六
三
％
が
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

嗚


